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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
池上 秀一

コンプライアンスを遵守し大企業に負けない技術力と営業力、そして経営力で社会に貢献

九昭電設工業株式会社は昭和41年設立から、福岡県北九州市を拠点に電気工事等で地域に貢献してきました。現
在では、持ち株会社である九昭ホールディングスの下6社で構成され、電気工事・電気通信工事・機械器具設置工
事等や指定管理者業務を九州・沖縄地区で展開しています。
今後10年は、九州各県に九昭電設工業株式会社の営業所と各県地場工事会社をグループへ迎え、九州・沖縄地区
で確固たる地盤を築いていきます。

2035年のグループ売上100億円達成に向け行うことは、現在沖縄
県で上手くいっている体制を九州各県で展開していくことです。
沖縄県では、地場市町村の仕事は地場会社である株式会社大新電
設工業が受注し、国等の大きな案件は九昭電設工業沖縄営業所が
受注しています。この体制をM&Aを活用し、九州各県で展開して
いきます。

・M&A資金回収の問題
・各地区責任者 人材の問題
・各地区技術者 人材の問題

九昭電設工業株式会社（外観）

〇本社所在地：福岡県北九州市小倉北区

〇事業概要：建設業

〇常時使用する従業員：179名

（グループ全体・2025年9月時点）

〇現在の売上高：23億円

（ グループ全体・2025年3月期）

〇法人番号：8290801029020

〇Web：

http://www.kyushodensetsu.co.jp/

株式会社九昭ホールディングス（建設業）

・M&A情報（信用できる銀行やM&A業者）
・人材育成（責任者・技術者・営業）
・資金回収計画の作成・管理

1.M&A情報の絞り込み
・電気工事業もしくは近い業種
・県庁所在地ではなく、周辺の市
・人材がいて、土地建物を持っている

2.M&Aで取得した会社の中に、九昭電設工業の営業所を置き、両
社で営業することで、相乗効果を出していく



売上高100億円実現目標とグループ体制

九昭グループは、電気工事業を営む九昭電設
工業株式会社を発祥として、指定管理者業務を
経営する株式会社日本施設協会、モーターのメ
ンテナンス業務を経営する九昭エンジニアリン
グ株式会社、沖縄県で電気工事業を経営する株
式会社大新電設工業、北九州市で電気工事業を
経営する株式会社小倉電設、設備設計業務を経
営する株式会社北電設計の6社で事業を行ってい
ます。

３年前よりホールディングス体制に移行し、
持株会社として株式会社九昭ホールディングス
を設立。グループ企業全体の経営合理化を図り
つつ、電気設備工事やモーターメンテナンス、
設備設計、そして指定管理者として九州・沖縄
地区で展開しております。

グループ100億円に向けて、九州・沖縄地区全
県へ拠点を広げ、中国地区へチャレンジしてま
いります。

〇法人番号：8290801029020（㈱九昭ホールディングス）、9290801001119（九昭電設工業㈱）、1290001048430（九昭エンジニアリング㈱）、7290801006664（㈱日本施設
協会）、9360002005044（㈱大新電設工業）、3290801000464（㈱小倉電設）、7290802010558（㈱北電設計）

株式会社九昭ホールディングス（建設業）
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